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索 引 の 研 究 !６
――観光情報資源としての旅行ガイドブックと索引（その２）――
戸 田 光 昭
１ 旅行ガイドブックは時代遅れの情報源
か？
ガイドブック（guidebook）とは未知の領域へ
の道しるべとなるように編纂された本のことであ
る。したがって，旅行ガイドブックは，「旅行者
に特定の国，地域，都市，観光について知識や情
報を与えることを目的とした案内書」であり，こ
れさえあれば，あらかじめ旅行先の知識や情報を，
かなり詳細に入手できるのである。
旅行ガイドブックが，現在でも重要な情報源で
あることに変わりはないが，全地球的に状況変化
がめまぐるしい時代であるために，１年前の情報
では役に立たない場合も多くなっている。図書と
いう形式の印刷物である旅行ガイドブックは，
日々変化する世界情勢には，追いつくことが困難
であり，これを補う情報源がどうしても必要にな
る。しかし，基本となる情報は印刷物で入手する
のが，信頼性，安定性，確実性，費用対効果，携
帯の便，どこでも利用可能，だれでも使えるなど
の点を考慮すると，今日でも一般的であろう。旅
行ガイドブックが今でも売れているのは，それだ
けの理由があるのである。
一方，現在から将来を見通すと，ウェッブの情
報（いわゆるインターネット情報）が不可欠な情
報資源となりつつある。最新のきめ細かな情報，
時々刻々変化する情報は，インターネットを通じ
て入手するのが，普通の方法で，しかも一番優れ
たものであるという時代になったのである。しか
し，「これを利用するか，しないかはあなた次第
です。ただし，ウェッブの情報の９９パーセントは
あなたにとってはごみです。あとの１パーセント
を見つけて活かせるのは，行動の目的がはっきり
していて，準備がある人だけです。情報は手段に
すぎません。ウソかホントかわかりません。これ
を確かめられるのは行動だけです。」ということ
になる。
旅行ガイドブックで基本的な情報を入手し（そ
の中には，ウェッブページに関する情報も含まれ
ている），その上で，各種の最新情報を多様なメ
ディア（インターネットを含む）からも入手する
ことが望ましいのである。したがって，旅行ガイ
ドブックを時代遅れの情報源と呼ぶことは，現状
では適切でない。
２ 旅行ガイドブックの内容と構成事例
２．１ 旅行ガイドブックの内容
青木栄一氏によれば※１，現代旅行ガイドブック
の内容はつぎのように区分することができる。
!１ 共通情報：実用情報，基礎教養情報
!２ 個別情報：個別観光地・観光資源情報
この区分は旅行ガイドブックを分析・評価する
ためには，大変重要なポイントであって，ガイド
ブックがどの程度きちんと編集され，内容が信頼
でき，しかも本当に役立つものであるかどうかを，
評価する指標となるものである。
例として，つぎに３冊のガイドブックの紹介を
するが，この例でもわかるように，共通情報が多
いものであれば，ガイドブックはこれ１冊を持参
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※１「観光情報資源論」配布資料による
４９
して行けばよいのである。しかし，共通情報がほ
とんど無い場合は，この内容を他の参考資料やシ
リーズの他の本で補わなければならない。例１で
みると，このガイドブック１冊で京都ならびに日
本全体に関する概要を，日本語に関する情報も含
めて入手することが可能であるが，例２では，サ
ンフランシスコの概要を知り，あるいは米国全体
に関しての情報を得たり，主要言語である英語に
ついて知るためには，別の資料やガイドブックを
読まなければならないということになる。
旅行ガイドブックの内容を!１共通情報と!２個別
情報に区分して，具体的な旅行ガイドブックの内
容にあてはめて考察してみよう。
［例１］ Kyoto ２nd edition , by Chris Rowthorn
and Mason Florence. Lonely Planet Publica-
tions，２００１.
!１―１ 共通情報では，まず，基礎教養情報とし
て，京都に関するつぎのようなファクト情報が
掲げられている。
!a 歴史
!b 地理
!c 気候
!d 環境保護
!e 動植物
!f 市政
!g 経済
!h 人口と市民
!i 社会風俗・習慣
!j 芸術・芸能（映画演劇を含む）
!k 宗教
!l 言葉（巻末に簡単な日常日本語と用語集が
ある）
!１―２ つぎに実用情報としてつぎのような情報
が掲載されている。
!a 旅行者へのファクト情報
旅行時期，京都概要入門，地図入手，旅行
案内所，旅行業者，旅行査証，大使館と領事
館，関税，貨幣，宗教（神社仏閣），郵便・
電信・電話・通信，インターネット情報源，
図書（ガイドブック・歴史書など），新聞・
雑誌，ラジオ・テレビ，ビデオ方式，写真撮
影現像焼付，標準時，電気方式，度量衡，ラ
ンドリー（洗濯屋・洗濯機），トイレと風呂，
荷物預かり，健康（情報とガイド），女性旅
行者，ゲイ・レスビアン旅行者，障害者，高
齢者，子ども，有効な組織・団体，図書館，
外国の文化センター，危険・難点，緊急時，
法律的事件，開店・開館・就業時間，祭日と
祭事・行事，起業・開業，就職。
!b 京都への往来
航空機，バス，列車，自動車・バイク，自
転車，ヒッチハイク，航路（国内・海外）
!c 京都周辺から
空港からの往復，バス，列車，自動車・バ
イク，タクシー，自転車，ウオーキング，団
体旅行
!２ 個別情報として，つぎのような内容の情報が
載っている。
!a 見聞，体験すべき事柄
京都駅区域，京都駅周辺，京都中心部，京
都下町（ダウンタウン），京都東部，京都北
部・東北部，大原・鞍馬・貴船，京都北西部，
京都西部，京都南西部，京都南部，宇治，体
験行事・教室紹介
!b 宿泊施設
予算，中級，高級，その他の施設，長期滞
在施設
!c 食事施設
京都駅地区，河原町・木屋町地区，他の京
都中心部，祇園・清水寺地区，南禅寺地区，
京都大学・銀閣寺地区，鴨川東岸丸太町通り，
京都東部の他の地区，京都東北部，京都北部
中央，京都西北部，大原，鞍馬，貴船，嵐
山・嵯峨野地区，料理，伏見稲荷・伏見地区，
宇治地区，喫茶店，日本茶・和菓子店，仕出
し料理店（ケータリング）
!d 娯楽・遊興施設
パブ・バー，クラブ・ディスコ，
!e 買い物
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５０
何を買うか，どこで買うか
"f 近郊遊覧旅行
奈良，大阪，神戸，姫路，琵琶湖・滋賀県，
美山町
"g 言語
"h 用語集（略語含む）
"i 索引
本文索引，宿泊施設（旅館・ホテル名など），
食事施設（レストラン，飲食店名など），コ
ラム索引
"j 地図凡例
"k 度量衡換算表
"l 地図目次
近郊旅行用地図，京都カラー地図，地図凡
例
［例２］『サンフランシスコとシリコンバレー
２００２～２００３年版：地球の歩き方!５８』ダイヤモ
ンド社，２００１年９月，３７６p.
!１ 共通情報
このガイドブックは，例１のLonely Planet
社シリーズガイドブックに較べると共通情報が
大変に少ない。目次掲載項目で見ると，つぎの
２項目程度である。
"a サンフランシスコマップの一部
全体としては，個別情報であるが，その一
部の「サンフランシスコのオリエンテーショ
ン」「サンフランシスコを知る」「サンフラン
シスコの地理を読む」などの小項目で多少取
り上げられている。
"b アクセスと交通
サンフランシスコの空港，空港から市内へ，
サンフランシスコ市内の交通機関
!２ 個別情報
エリアガイド，ベイエリアの町，シリコンバ
レー，サンフランシスコ近郊，スポーツとエン
ターテインメント，レストラン，ショッピング，
ホテル，トラベル・インフォメーション，コラ
ム
!３ 索引（巻末にこの索引が付いていることが，
目次には掲載されていない）
見どころ，ホテル，レストラン，ショップ
!４ 欧文索引（同上）
What to see, Hotel, Restaurant, Shop
!５ 広告
このガイドブックには広告が掲載されている。
Lonely Planet社のシリーズでは掲載内容の公
正をはかるため，一切の広告を排除しているが，
日本の旅行ガイドブックでは提携先の企業広告
を載せたり，記事と広告の区別がつかない内容
のものなども多い。
［例３］ Gateway to Japan, third edition , by June
Kinoshita and Nicholas Palevsky. Kodansha
International,１９９８.７９３p.
!１ 共通情報
"a 実務的な日本情報
出発前に（事前に情報を集めるための機関，
準備すべきこと，購入しておくべき切符な
ど），日本への往復（航空機，国際空港，海
路），貨幣，日本情報，宿泊，日本国内交通，
実務情報の全て。
"b 歴史と文化
日本歴史大意，神道と神社，仏教と寺院，
城と城下町，村と街道と町屋，邸宅と庭，祭，
演劇，美術，工芸，料理，旅館・温泉・その
他の悦楽，１時間でできる日本語
!２ 個別情報
"a 地域別日本情報（北海道，東北，東京，関
東，中部，京都，近畿，中国・四国，九州，
沖縄）
"b 推奨読み物（テーマ別リスト）
"c 索引（アルファベット順総合索引）
２．２ 旅行ガイドブックの内容構成事例
!１ ブルーガイドブックス『山の博物誌：山に生
き山を彩どる動物と植物と自然』西丸震哉著
実業之日本社，１９６６，２５２p
!１口絵カラー写真，!２目次，!３本文（写真，挿
絵，図表），!４索引（動物，自然，植物にわけ
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５１
て五十音順排列，図表一覧付き）
!２ ブルーガイドパック『美ガ原・霧ガ峰・蓼科』
実業之日本社，１９９８．１４１p.
!１カラーガイド（口絵写真），マップ，鳥瞰図，
!２目次，!３目的地さくいん図，!４本文，!５各種
案内図とデータリスト
!３ ブルーガイドてくてく歩き『上高地・乗鞍・
高山』実業之日本社，２０００．１５０p.
!１巻頭切り取りワイドマップ，!２目次，!３目的
地さくいん地図，!４松本～高山地図，!５上高地
の四季（カレンダーなど），!６旅のプランニン
グ，!７本文，!８観光バスリスト，!９さくいん
（地名，施設名）
!４ ブルーガイドハイカー『関東付近：展望を楽
しむ１００山』実業之日本社，１９９８．２１５p.
!１目次，!２本書で紹介する山（索引地図），!３
本書をお読みになる前に，!４本文，!５山岳展望
の楽しみ方，!６山名索引
!５ ブルーガイドハイカー『丹沢・箱根：日帰り
ハイキング』水尾一郎著，実業之日本社，２０００．
１５９p.
!１本書の利用法（表紙カバー折り返し），!２目
次，!３アクセスマップ，!４巻頭グラフィック，
!５エリアマップ，パノラママップ，!６本文，!７
丹沢・箱根の本，!８便利情報，!９おすすめ立ち
寄り湯，!１０チェックリスト，!１１５０音さくいん
（山名，主要地名）
!６ 福袋大きな字の本『仙台周辺のあるきかた』
ゼンリン，２００１．１９１p.
!１目次，!２マップ索引，!３特集：風情満点外湯
巡り，!４「仙台周辺のあるきかた」のつかいか
た，!５本文，!６歴史をたどる，!７アクセスガイ
ド，!８祭りとイベント，!９索引（見どころ，お
みやげ，宿泊施設），!１０宿泊ガイド，!１１仙台周
辺ドライブマップ
!７ 知的でゆたかな旅シリーズ：芸術の都をテー
マで歩く『パリ』学習研究社，２００１．１２７p.
!１パリ近郊地図，!２目次，!３パリ市街地図，パ
リ地下鉄路線図，!４見どころと地図（索引的地
図），!５本文，!６専門店通り，!７プチホテル，
!８クラシックホテル，!９専門市，!１０旅行知識
!８ 地球の歩き方『サンフランシスコとシリコン
バレ ２ー００２～２００３年版』ダイヤモンド社，２００１．
３７６p.
!１市内マップ，主な交通路線図，!２目次，!３本
書の使い方，!４特集／温泉カリストガを訪ねる，
!５本文（コラムを含む），!６スポーツとエンター
ティメント，!７レストラン，!８ショッピング，
!９ホテル，!１０トラベル・インフォメーション，
!１１索引（見どころ，ホテル，レストラン，
ショップ），!１２欧文索引
!９ るるぶ情報版『仙台 宮城 ’０１～’０２』（る
るぶ情報版 通巻２０１６号）JTB，２００１．１３４p.
!１目次，!２索引地図，!３イベント情報，!４本文，
!５索引：INDEX（みどころ，プレイスポット，
食事処，喫茶・軽食，ナイトスポット，ショッ
プ，温泉，宿泊施設，コラム），!６宿泊大情報，
!７宮城交通ガイド，!８ドライブマップ
!１０ 『新ウォーキングマップ関東：歩いて健康６０
コース』法研，２００１．１７５p.
!１この本を上手に利用しよう，!２健康づくりの
ための歩き方，!３ウォーキングシューズの選び
方，!４ウォーキングの効果，!５日焼けを予防す
る，!６暑い日のウォーキング注意事項，!７寒い
日のウォーキング注意事項，!８食後のウォーキ
ング注意事項，!９東京（１～１１コース），神奈
川（１２～２１コース），千葉（２２～２８コース），埼
玉（２９～３９コース），茨城（４０～４６コース）群
馬（４７～５３コース），栃木（５４～６０コース），!１０
ウォーキングコラム，!１１巻末特集（関東の日帰
り温泉スポット，イベント歳時記，さくいん，
関東鉄道路線図，アクセス一覧，県別マップ）。
なお，さくいんは県別に編成されており，地名
と名所・旧跡などが五十音順に排列してある。
!１１ フルカラー特選ガイド３５『屋久島を歩く』山
と渓谷社，２００１（改訂第２版）１４３p.
!１屋久島の四季（カラー口絵），!２屋久島周辺
詳細図（カラーマップ），!３屋久島でよく見ら
れる花・屋久島観光ガイド（カラーカタログ），
!４屋久島を歩くために（解説：はじめにかえて），
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５２
!５春・夏山（春・夏山の基礎知識，コース!１～
!１０）!６秋山（秋山の基礎知識，コース!１～!６），
!７データ＆インフォメーション（交通，宿泊，
自然誌，歴史と歳時記，登山用具，問い合わせ
先一覧），!８コラム，!９概念図（各コース）
!１２ 旅・王・国：６『青森・弘前・秋田』昭文社，
１９９８．３１９p.
!１地図の使い方，索引図，青森駅周辺詳細図，
青森郷土館周辺詳細図，!２特集／温泉に浸かれ
る公共の宿，特集／夏祭り・冬祭り，!３青森・
十和田・下北（交通案内。おすすめプラン・口
絵写真地図があり，次に地域ごとに青森，八甲
田，十和田湖・奥入瀬，下北半島，八戸それぞ
れのみどころ・あそぶ・おんせん・まつり・あ
じ・みやげ・やどが掲載されているが，細切れ
になっており，情報誌的な編集である。以下同
様），!４弘前・津軽（交通案内。弘前，津軽半
島，西津軽），!５秋田・男鹿（交通案内。秋田，
男鹿半島，秋北，鳥海・象潟），!６田沢湖・角
館・八幡平（交通案内。田沢湖，角館，八幡平），
!７横手・秋の宮・小安峡（交通案内。横手・大
曲，秋の宮・小安峡），!８旅の準備情報，日本
旅行協定旅館案内，高速国道通行料金表，!９コ
ラム。
なお，この本には索引がついていない。簡単
な索引図が２ページついているだけである。
３ インデックスとインデクシングと索引
３．１ インデックスと索引
中村幸雄著『情報検索理論の基礎―批判と再検
討』（共立出版，１９９８年）によれば，インデック
スと索引には次のような関係がある。
「インデックスには具体的に，いろいろな形が
ある。これを大きく二つにわけて，
!１ 自然語の単語あるいは用語に，何か制限を加
えて作った擬似自然語（用語法と呼ぶ），
!２ 対象の性質をあらわす概念の表示物であって，
それらの概念を系統的に配列した分類法におけ
る分類記号である場合，
がある。擬似自然語というのも，語そのものでは
なくて，語の裏にある概念の表示物としての存在
であるから，突き詰めれば，概念にまでたどりつ
く。従って上に述べた２種類の形式は全く別のも
のではなくて，統一されたインデックスの二つの
面であるとも考えられる。そのことを具体的に表
わした形式のインデックスもある。」（『情報検索
理論の基礎』p.１５７）
さらに，インデックスには別の意味があり，
「それは日本でいう「索引」の意味である。索引
としてよく見受けるものは本の最後の部分にある
「巻末索引」であるが，また広い範囲にわたる独
立した索引もある。これらは，要するに「表」で
あり，どんな用語がどこにでているかを示す。こ
こでいうインデックスと関係はあるが，全く別の
ものである。」（上掲書，p.１５７）
本稿で取り扱っている索引は，この巻末索引に
代表される索引であるが，そこで使用されている
のは，中村幸雄氏のいうインデックスそのもので
はないが，目的は同様で機能は情報検索のための
ものである。厳密な意味でのインデクシング言語
ではないが，それに準ずるものとして取り扱われ
ているとみることができる。
３．２ インデックスの要素
インデックスまたはインデクシングにおいて，
それに関わりを持つ要素のうち，重要なものは次
の５要素である。（緒方良彦編著『インデックス：
その作り方・使い方―データベース社会のキー・
テクノロジー―』産業能率大学出版部，１９８６，p.
４４―４７）
!１ メッセージ
!２ インデクサ
!３ インデックス言語
!４ 編成基準
!５ 媒体
そこで，これらの５要素について簡単に考えて
みよう。
!１ メッセージ
著作物で考えると，著者が発信した情報内容
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そのものである。著者が言いたかった内容は通
常，文章で表現されている。それは図書であれ，
論文であれ，新聞や雑誌の掲載記事であれ，何
らかのメディア（情報を掲載する媒体）に載っ
て運ばれる。情報形態としては，文字・文章情
報から数値情報，さらに画像・映像情報にまで
広がっている。
!２ インデクサ
メッセージを読んでインデックスを作る人の
ことである。索引家という表現もあるが，ほと
んど使われていない。一般にこの人たちは，い
わゆる専門職であって，特別な資質と能力を必
要とする。専門的な養成が必要であるが，日本
では編集者の仕事として，徒弟制度的に企業内
の現場で訓練されてきた。最近ではコンピュー
タ編集による形式的な索引作業が可能になり，
インデクサは必要ないという風潮になりつつあ
るが，コンピュータ編集技術に依存した索引は，
形式的で使いにくい。人間的でないのが，その
原因ではないだろうか。
!３ インデックス言語
インデクスの中でも，最も重要な要素である。
前項の「インデックスと索引」の内容にも関係
するところである。要点は２つあり，まず，ど
のようなインデックス言語を採用するかという
こと。さらに，実際の作業において，そのよう
に適切なインデックス言語を付与するかという
問題がある。
!４ 編成規準
採用されたインデックス言語をどのように編
成するかという規準である。五十音順にするの
か，アルファベット順にするのか。あるいは，
分類記号で排列するのかという考え方もある。
!５ 媒体
インデックスを蓄積しておく媒体である。最
近では，ほとんどが電子媒体になっており，イ
ンデックスを自由に変換，編成することが可能
になっている。したがって，質の高いインデッ
クスの情報が蓄積されていれば，それを使った
様々なインデックス情報を加工し，高度な情報
検索を行なうことも可能になる。
３．３ 旅行ガイドブックの索引
中村幸雄氏の前掲書によれば，インデクシング
のための用語は体系的に構成されている必要があ
る。これをインデクシング言語とよび，その事例
としてつぎのような形態の具体例をあげている。
!１ 番号法：具体的には，階層性を備えた分類法
であって，例としては，職業分類をあげること
ができる。
!２ 自然言語の単語：図書館の件名標目表や情報
検索用のシソーラスがこれにあたる。
!３ 分類法によるインデクシング：UDCなどの
分類法はあらかじめ体系的につくられた項目の
集合体であるから，最もインデクシングにふさ
わしいものの一つであるということができる。
このような用語や記号を使用すれば，効率的な
索引を作ることができるかも知れないが，旅行ガ
イドブックにおいては，そこまでの厳密さは要求
されない。
旅行ガイドブックの索引では，地名，施設名，
人名，旅行関連用語などが多く使用されている。
すなわち，地名，施設名，人名などは固有名詞で
あり，体系的に構成されているわけではないが，
検索用語としての検索効率は良いと判断できる。
したがって，ガイドブックでは固有名詞が検索
語の役割を十分に果たしていると考えることがで
きる。
４ 旅行ガイドブックの評価項目への謝辞
本稿では，旅行ガイドブックを取り上げ，具体
的な事例も紹介したが，それを個々に評価検討す
ることがほとんどできなかった。特に外国の旅行
ガイドブックについては，１点について言及した
だけである。これらの不足分については，さらに，
次回に繰り延べすることにしたい。また，参考文
献も次回にまとめて掲載する。なお，ガイドブッ
ク評価に大変役立つと考えられる評価項目の区分
として，青木栄一先生の考え方を，ご担当の講義
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科目「観光情報資源論」配布資料をもとにして，
採用させていただいたことに深く御礼申し上げた
い。なお，参考文献一覧は，最終回に掲載する予
定である。
（２００２．６．３）
Indexing（６）: Study Notes on Indexes to Travel Guidebooks（２）.
By TODA, Mitsuaki.
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